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「いざという時、大人にも子どもにも役立つものに」
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本手帳の仕様
災害時に役立つ情報と防災マップ
A3両面印刷の折り畳み式

開いた内側は
防災マップ

子ども版

大人版
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防災マップの使い方（基本的な使い方）

以下の内容を子どもが書き入れます。
・自宅の位置、災害時の待ち合わせ場所（マークはマップ右下凡例参照！）
・通学路
通学路の目印を書いて、地区内の自宅・待ち合わせ場所の位置関係を認識できるように
します。いつでも見て、書き込めるようにランドセルに入れて携行しましょう。

【公衆電話の活用】
東日本大震災の際は携帯
電話は使えず、公衆電話
が 比 較 的 つ な が り や す
かった。

【大切な人の連絡先】
遠方の親戚・知人など、自宅地
域以外の連絡先も控えておくと、
非常時に家族との連絡手段とな
ります。

【おかしも（ち）】
学校などで火災や自然災害が発生した
時に、校舎の外に避難する際の注意点
を示す標語です。
必ずしもこの注意点があてはまらない
ときもあります。
災害時は臨機応変に対応しましょう

【災害用伝言ダイヤル】
災害時にNTTより提供が開始される声
の伝言板

・直接連絡が取れないときに活用しま
す。

・体験利用提供日（毎月1日と15日
など）を活用し、練習しておきま
しょう。

・公衆電話の使い方も練習しましょう。

【まちの中の危険なモノ】
地震の時にブロック塀などは倒
れてくるかも？
他にも地震や洪水の時に危ない
モノを書き込もう。

【色を塗ろう！】
地区内の自宅・待ち合わせ場所の
位置関係を認識するために色を塗
ろう！
エキスポセーターのロケット、松
見公園のタワー、TXの電車も塗ろ
う。

【書き込もう！】
必要な情報を書き入れ、

我が家オリジナルのマッ

プにしましょう！

手帳作成の目的

・手帳とマップを家族で読むこと、眺

めることで、地域、学校、家庭のそ

れぞれで災害や事故から身を守るこ

とを考えます。

・地域の人たちが、子ども達は防災手

帳を携行していることを知り、もし

もの時にそれぞれの子どもに応じた

対応を促します。

使用上の注意

・子どもも大人も、まずは自分の身を

守ることを考えましょう。

・災害時に必要な情報は各家庭で異な

ります。家族みんなでよく読み、話

し合いながら、必要な情報を書き込

み、オリジナルの防災手帳にしま

しょう。

・書き込んだ情報は、定期的に見直し

ましょう。

学校防災手帳について
「学校防災手帳」は茨城県教育庁の
「地域と学校が連携した防災教育モデ
ル事業」の指定（平成26年度）を受け
た吾妻小学校（吾妻学園）の成果を保
護者（吾妻学園おやじの会）が中心と
なり取りまとめ「いざという時、大人
にも子どもにも役立つもの」として企
画・編集されたものです。
現在、これを参考に、市内の他の学校
へ展開が進んでいます。

携帯のアイデア
いつでも見て、書き込めるように、
・子どもは、ランドセルに入れておき

ましょう。
・保護者は、ファ

スナーケース等
に鉛筆とともに
入れておきま
しょう。



学校防災手帳の使い方（基本的な使い方）
子ども版

・家族で一緒に読みましょう。災害が起きた時に子どもが、「自分で
確認すること」、「まわりの大人に知ってもらうこと」、の手帳の
構成と記載内容を把握しましょう。

・「引き渡し」について、誰が、どの順番で来るのか（兄弟姉妹がい
る場合）を確認し、どのくらい待つか理解しましょう。

・「待ち合わせ」は、災害発生の時間帯別に適切な場所を考えましょ
う。

・「まわりの人に伝えたいこと」は、大人の目線で、子どもの安全を
考えた時に必要なことを記入しましょう。

例）健康のこと・・・アレルギーがある、薬を服用中、など。
家族の約束事・・・○○さんの家で待たせてもらうこと。

大人版
・まず、災害発生時の「イメージトレーニング」を始めましょう。
・情報の収集方法を裏面防災マップ「災害時の情報収集先」で確認し

ましょう。
・子どもたちの引き渡しについて、確認しましょう。小・中学校両方

にお子さんがいる家庭は、引き渡しの順番に注意しましょう。
・必ずしも「災害発生→避難所へ」とは限りません。災害の状況を踏

まえて判断しましょう。
例）地震後は自宅に異状が無ければ、在宅避難

・備えは大丈夫ですか？新しい住宅では、避難所に行くよりも自宅で
過ごすことを考える方が現実的です。それぞれの家庭に合わせ、備
蓄するものの種類、数を考えましょう。

『子ども版表紙』
チェック項目がまとめてあります。
使い方をご家庭で確認しておきま
しょう。

『安全確保のために』
お子さんの健康のことなど、まわりの人に伝えたいことなどを書きましょう！
また、家族防災会議を開き、お子さんとの約束事を決めて書いておきましょう。

『引き渡しについて①』
迎えを待つ子ども自身が、自分の迎
えについてしっかりと把握できるよ
うに記載しています。

『引き渡しについて②』
ルール、流れ、知ってますか？
それぞれの家庭に当てはめて考えて
見ましょう

『家族はどこにいる？』
曜日毎に家族はどこにいるか知っていますか？
週間スケジュールを書いてみましょう。

『備品リストを
我が家用にカスタマイズ！』

必要なもの、個数は家庭によって違います。
いつもの生活を振り返って考えましょう。

『まずイメージ
トレーニング！』

その時、あわてないために
も日頃から。

『情報は随時見直し！』
記入した日をチェック！
定期的に見直しましょう。

『地震が起きたら』
地震が発生したときに、自分の身を守るためにし
なければいけないことを記載しましょう。
インターネットなどで調べましょう




